
































































































































5 小松 和彦 ： グローバル時代の日本学　̶その現在と未来を考える̶
あります。
日文研では、平成４年（1992）、大学院博士後期課程（定員３名）を、総合研究大学院大学文化科学

























































































































説書が作られるようです。「大妖怪辞典」（The Great Yokai Encyclopedia, 2010）は、おそらく日本に
来たことはないが、様々な形で妖怪を知りたいという人が、自ら率先して作ったものでしょう。序文を
見てみると、「いつか日本を訪れ、直接妖怪について研究したい」と思いを述べながら、妖怪辞典を作っ
ていることがわかります。さらに、『百鬼夜行』（The Night Parade of One Hundred Demons, 2012）と
いうタイトルで日本の妖怪の案内が出ています、これは「この一冊で日本の妖怪のエキスパートになれ
ますよ！」という触れ込みです。


























































































































iko T. Reiderが日本の鬼の概説書（Tales of the Supernatural in Early Modern Japan: Kaidan, Akinari, 
Ugetsu Monogatari, 2002 ）を出し、インディアナ大の民俗学の日本研究者が百鬼夜行・妖怪の本（Mi-
chael Dylan Foster, Pandemonium and Parade: Japanese Monsters and the Culture of Yōkai, 2009）を



























 小松 和彦 ： グローバル時代の日本学　̶その現在と未来を考える̶
この腕輪と足輪をしている鬼の像の意味について教えてほしいと言われ、私なりに調べましたがよく
わかりませんでした。ただ、彼女はこれを手掛かりにしてシルクロードを巡って研究をしたい、博士論
文を書きたい、といっています。たいへん興味深い研究テーマです。実際彼女が日文研に来て、2週間
ほど閉じこもり、鬼の画像等々を一生懸命調べていきました。また、中東・アラビア美術などの日本研
究者とも接触していたようです。
このように、日本の妖怪をひとつの手がかりとしながら、まったく新しい日本文化論が切り開かれて
いくのかもしれません。あるいは今まで妖怪に「目を向けなかったから」「見えなかった」日本文化が
見えてきているのかもしれません。なおかつ、それがグローバルな展開で広まっている日本文化と深く
関わって、このような研究テーマが生まれているのでしょう。グローバル化する大衆文化というものを、
おそらくはこれから、学生に教えていかなければならなくなるでしょう。これまで通りの日本文化では、
「つまらない」とか、「私が知りたいのはそういう日本文化ではなくて、アニメ・映画といったグローバ
ルに広がっている新しい日本文化を知りたい」という要請が増えてきています。こういった学生の要請
に対し、いかに教える側が対応・工夫していくかが課題となるでしょうし、教育・研究方法を考え、カ
リキュラムを作っていかなくてはならないと思います。こうした課題に対しては到底一人では手に負え
ないので、何人かが手を携えながら学生の指導をしなければならないでしょう。また、ひとつの大学、
ひとつの専攻では抱えきれるものではないので、多くの日本の研究者たちの情報を集め、適切な指導教
官はどこにいるのか紹介しあうということも必要となるでしょう。
　　ｃ．今後の日本文化研究
最後に提言めいたことを申し上げれば、グローバル化する日本文化とは私たち教師にとっては本当に
手ごわく、まだ充分な研究体制も整っていません。しかし、新しい日本文化像を探り出す格好の素材で
もあるといえます。その意味で、日本というものを大衆文化を通じて探るチャンスにもなりますから、
ぜひとも大衆文化に焦点をあてた新しい研究体制を作ってもらいたいと思います。
東京外国語大学国際日本学研究院においても、増加する留学生や学生の関心の多様化をにらんだ超領
域的な、グローバルな国際日本研究をすすめてほしいと思います。もちろん日文研も喜んで協力するつ
もりです。そのためには、なんらかの形できちんとした体制づくりをしていく必要があるでしょう。ソ
トからの日本とウチからの日本を寄せ集め、従来の日本研究と、新しい近現代・大衆文化の研究を寄せ
集め、同時に学際的・新領域開拓型の国際日本学コースにしていかなければならないでしょう。一つの
大学ではほとんど不可能な問題に対して、日文研も共に考えていければ、というのが私の提案です。
